南極資料投稿の手引 by unknown






レビュ （ー )，報告（ )，シンポジウム/会合報告（ / )，ニュー
ス（ ）とする．投稿者は投稿の際，これらの種別よりいずれかを指定する．
投稿者は投稿細則に従って作成した原稿 部とそのコピー 部（研究論文の場合は 部）を，
所定の投稿票と共に，編集委員会（〒 - 東京都板橋区加賀 -- ，情報・システム研
究機構国立極地研究所，電話 - - ， - - ）宛提出する．到着の日をもっ
て受付日とする．なお，投稿者は下記の 項に示す著作権に関する記述を理解し，これに同意
したものと見なす．編集委員会は年 回（ ， ， 月頃）開催される．南極資料投稿の手引お
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わが国が決めた南極地名は，南極地名委員会で決定された表記に従う．
参?


























文献を本文中に引用する場合は，“ （ )”，“宮本（ )”，“(
)”，“小田巻・倉本（ )”，著者が 人以上は“ ( )”，“
”，“阿部ら（ )”とする．
ロシア語の文献は，ロシア文字を直接用いず英訳を記入し（ ）とする．原文に英
訳がない場合はローマ字になおし記入する．
和文論文を英文論文に引用する場合，英訳を記入し（ ）または（
）とする．原文に英訳がない場合はローマ字になおし記入する．
和文誌名を英文論文に引用する場合，和文誌名は原則としてローマ字でしるし，英文誌名を
もつものは，必要であればカッコでつつんでローマ字誌名のあとに付記する．
誌名の省略法は （ ）の勧告に従う（
や
の最新版を参照）．勝手な省略をせず不明のも
のは全部書き出す．
未発表論文を文献として引用することは避ける．やむをえず引用する時は，本文中に「私信」，
あるいは“ ”または“ ”としていれる．
